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随時監査の結果について 
 

監査委員は、令和元年９月１９日から同年１１月１１日までの間に、出先機関８か所について、随時
監査を実施し、６か所で６件の不適切事項が認められました。 

 

１ 監査の内容 

随時監査は、監査委員が必要があると認めるときに、財務に関する事務の執行につ

いて実施するものです。 

今回、平成 30 年度の財務に関する事務の執行について、定期監査実施後の財務の

執行を中心に５か所を監査（年度末財務監査）し、また、定期監査の結果、指摘等のあ

った箇所のうち３か所において、その後の対応などを監査（補完的財務監査）しました。 

 

２ 監査の結果 

 実施箇所数 
不適切事項 

箇所数 件数 

年度末財務監査 ５ ５ ５ 

補完的財務監査 ３ １ １ 
 

※ 「不適切事項」とは、次のいずれかに該当するものです。 

⑴ 法令に違反するもの 

⑵ 予算目的に反しているもの 

⑶ 不経済な行為又は損害が生じているもの 

⑷ 事務処理等が適切を欠くもの 

⑸ 前回までの監査の不適切事項等で、是正、改善等のための努力又は検討がされていないもの 

 

※ 詳細は、別添「監査の結果に関する報告について」（令和元年 12 月 18 日付け）の

とおりです。 
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